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貢菖藩欝艦rl
の1　一雨靴と防寒靴一　　1
休1◎防オ、効果　　　　　　1
日1ゴム長靴や射出成長でつくった合成皮革靴は完全防1

救1麟1・雛響糠1瓢劉
急1，じ認窯鵯驚齢最驚毯難齢畢蕊る
医1ので、完蜘くと㌧、ぢわけにはし、きません．

　　　1　革靴の場合、革はもともと水を吸収しやすく、たと1

雪▽1え防水加工してあっても一日寺的なものが多～・しか鯛

1喉1鰭1麟畿1え薯櫻享i
ド　1◎防水効果が大きいほどむれる　　　　i
馨纏装材が吸湿性のある尉オ料を使ったものを選び・i

l鶴擬轡厚い木綿や毛糸の靴下をi

う　　　1　わら製の雪靴は次第に減少し、防寒靴が履かれていi

　
靴
側
を
す
す

。
寒
内
上
ま
か
靴
要
の

ま
め
雪
あ
◎
る
て

靴は雨靴と非常によく似ていますが、防寒のた

則に羊毛やフェルトがつけてあり、又、凍った

を歩いても滑べらないように底に凹凸がつけて
す。

す時の注意

、防寒靴とも汚れることが多いので水洗いをす

がありますが、乾かすときに熱や直射日光にあ
は禁物です。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
で
革
防
度
き
革
防
内
湿
く
防
わ
す
防
に
の
り
乾
雨
必
る

ゼ
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
旨
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
菖
董
5
董
菖
篁
旨
き
き
き
き
き
き
き
き
き
き
し

春 三
分 月

二
九

壬
一 の　三 蓋 八 一

日 日 日　日 日 日 日

（月） （日） ω
（日） （日） （日）

大 中 富 津 山 池 上 至

　島
（電）医

二院
i

　条
俺〉病

七院
1

　田
嘩）医

二院
［

　南
嘩）病

五院
5

　　口
純）医

二院
1

　　田
俺）医
二二院
旨

　村
（電）病

二院
＿■一

　誠（電）堂

二医
1院

二川
九原

三北
○原

三神
二明

三大
一・割

二袋
一一町

二本
五町

一一　田

一中

＿一

壬西
一浦

五町 六町 六野 七中 八西 七町
七 八 九 r＿　 四 一　　　　　　　＿一　6 六東

雪
掘
り
が
本
業
だ
っ
た
日
の
辛
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
雪

餅
花
の
凍
て
散
り
落
ち
し
寒
最
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳
城

除
雪
日
の
メ
モ
に
積
り
て
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

陽
溜
り
の
梅
咲
き
初
め
て
小
禽
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
山

空
は
雪
花
白
樺
ロ
ッ
ヂ
の
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

冬
の
河
原
に
来
て
素
直
に
な
る
硲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

身
の
ど
こ
か

　
　
　
　
痛
み
雪
底
よ
り
は
じ
け
る
絃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

十
五
尺
住
め
ば
都
の
雪
の
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
山

　　一農林物資の規格化及び品質表示　1
　　　　の適正化に関する法律　　　　　1

　　　　　　　（JAS法）による表示一1
この法律1こ基づし膿林物資（①飲食料品瓢由脂1

②農産物、林産物、蓄産物及び水産物並びにこれらを1

原材料又は材料として製造し又は加工した物資（①を

除く）》に日本農林規格（J　A　S規格）と品質表示基

灘灘落憎も規格、　　　1
農林省の糊た」AS夫賂こ適合してし、るものには1

いSマークをつけることができます．　　　1
　このJ　A　S規格制度の格付け（J　A　S規格に適合し1

ているかを確認蓄こと）を受けるか・受けないかは1

6藩譲思志にまかされていますO　l
　J　A　S法に基づいて指定された食品について品名、　1

原材料名、内容量、製造年月日、製造業者又は販売業1

者名など、必要な事項の一括．表香を義務づけています。1

も論糸雛靱製禦獅の1こついて1
覧＿＿＿＿。＿＿ひp一＿＿＿＿。＿＿＿＿。。一＿。＿＿．＿＿＿＿＿＿＿』

立
春
の
岩
坂
上
る
僧
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

雪
積
ん
で
鴉
濡
れ
る
る
目
の
位
置
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

▽
短
歌

豪
雪
と
戦
と
重
ぬ
時
憶
い

　
　
　
　
雪
の
み
な
り
と
日
毎
闘
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

中
里
文
芸
二
月
投
稿

射
る
如
き
光
を
い
つ
し
か
や
わ
ら
げ
て

　
つ
ら
ら
は
ひ
そ
か
に
春
を
告
げ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
子

い
ず
こ
ま
で

　
　
耐
え
得
る
試
練
今
日
も
降
る

　
　
　
雪
の
底
ひ
に
陽
を
待
ち
わ
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

寄
せ
植
え
の

　
　
蕗
や
す
み
れ
の
つ
や
・
か
な

　
　
　
緑
に
冬
の
こ
ぼ
れ
日
は
射
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

特
売
品
購
ふ
術
も
身
に
つ
け
て

　
　
息
は
自
在
な
る
く
ら
し
持
ち
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

白
銀
の
仮
面
は
崩
れ
一
瞬
に

　
　
　
　
白
魔
と
な
り
て
命
奪
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢
ノ
ブ

長
靴
を
雪
に
う
め
て
か
酔
う
夫
が

　
　
　
　
も
ど
れ
ば
家
に
雪
玉
こ
ろ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

言
ひ
出
で
し
言
葉
を
た
た
む
胸
底
に

　
　
修
羅
を
な
し
つ
・
雪
の
降
り
積
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

枯
枝
に
雪
の
花
咲
く
夕
暮
は

　
　
　
都
会
の
人
に
見
せ
た
し
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

倉
俣
地
区
娯
楽
大
会

　
　
　
　
　
が
開
か
れ
ま
す

　
恒
例
の
倉
俣
地
区
娯
楽
大
会
が
次
の

通
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

　
期
日
　
三
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
よ
り

　
会
場
　
倉
俣
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

　
種
目
　
将
棋
、
囲
碁
、
麻
雀

人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
名

鈴
木
岳
史

太
島
康
子

関
澤
　
学

村
山
裕
一

岡
村
大
輝

羽
鳥
彩
子

桑
原
正
人

廣
田
　
朋
子

◎
昇
天

　
氏
　
名

上
原
ハ
ル
コ

中
澤
タ
ケ

鈴
木
常
安

柳
　
　
ミ
ネ

鈴
木
國
太
郎

南
雲
ト
ラ
ノ

　正有悦正久康和父
孝　　　　　 太　 の

　孝一男利大郎雄名
年
令

（
四
一
）

（
茜
）

（
六
九
）

（
八
六
）

（
九
一
）

（
七
八
）

干田新倉宮倉芋倉部
　　屋
溝代敷俣中下沢俣落

重上上部

地山山落

本
屋
敷

重
地

堀
之
内

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。
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人　口
7，184（＋2）r

男 3，361（＋4）

女 3，623（一2）

世帯数

L＿＿

1，655（＋1）

　
　
二
茜
二
｝

二
　
　
　
　
　
　
　
卿

月31日現在％

　
　
三

　
て7

で
い
発

新潅，1県中、帥、沼君

中里村公民食

毎月　1回25
ワセ：f曲　11祁　5

r
　
l
臼
I
l
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ー
貯
1
　
5
　
ー
『
　
5
塵
ー
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毒
議

　
麟
、

鮮

・

耀
潤

＿｝蝉弊

戴
、

／
ノ
ノ

、
♂

▲
瞬
　
，

蜘，

さしもの豪雪がすっかりしりご

んでしまった青空の下で楽しいスたのしい
〆

キー。 L手に滑っては歓声、だれ

塑が転んでも大はしゃぎ。
スキー

ゴー供たちのお気に入りか、スキはずむ歓声
一授業はいつもにぎやかだ。
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募
集
の
基
本
方
針

　
老
人
を
真
に
理
解
し
、
常
に
温
か
い

愛
情
を
も
っ
て
老
人
介
護
に
尽
し
て
下

さ
る
方
を
求
め
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
員
並
び
に
受
験
資
格

　
各
職
種
と
も
中
魚
沼
郡
、
十
日
町
市

内
に
住
所
又
は
本
籍
を
有
し
、
か
つ
通

勤
可
能
な
者
で
あ
る
こ
と
。
募
集
す
る

職
種
別
人
員
並
び
に
資
格
等
は
次
の
通

り
で
す
。

◎
生
活
指
導
員
（
男
一
名
）

　
社
会
福
祉
主
事
又
は
同
等
以
上
の
資
、

　
格
を
有
す
る
22
才
以
上
で
、
56
年
4

　
月
1
日
現
在
満
40
才
未
満
の
者
。

◎
栄
養
士
（
男
・
女
各
一
名
）

　
免
許
を
有
す
る
20
才
以
上
で
、
56
年

　
4
月
1
日
現
在
満
4
0
才
未
満
の
者
。

◎
事
務
員
（
女
一
名
）

　
自
動
車
普
通
免
許
を
有
す
る
高
卒
又

　
年
4
月
1
日
現
在
満
30
才
未
満
の
者
。

◎
看
護
婦
（
女
三
名
）

　
免
許
を
有
す
る
看
護
婦
又
は
準
看
護

　
婦
で
前
者
は
2
0
才
、
後
者
は
18
才
以

　
上
、
と
も
に
56
年
4
月
1
日
現
在
満

40
才
未
満
の
者
。

◎
寮
父
母
（
男
一
、
女
十
五
名
）

◎
調
理
員
（
男
・
女
各
三
名
）

　
学
歴
不
問
。
18
才
以
上
で
、
56
年
4

　
月
1
日
現
在
満
45
才
未
満
の
者
。

◎
介
助
員
（
男
一
名
）

　
学
歴
不
問
。
18
才
以
上
で
、
56
年
4

　
月
1
日
現
在
満
40
才
未
満
の
者
。

◎
用
員
（
男
一
名
）

　
学
歴
不
問
。
20
才
以
上
で
、
56
年
4

　
月
1
日
現
在
満
40
才
未
満
の
者
。

受
験
手
続

　
役
場
又
は
つ
な
ん
福
祉
会
事
務
局
に

　
あ
る
所
定
の
採
用
試
験
申
込
書
に
、

IllIlll”1第295号1””1”1”1”1

　
内
社
会
福
祉
法
人
、
つ
な
ん
福
祉
会

　
事
務
局
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

申
し
込
み
締
切
り

　
56
年
3
月
20
日
㈹
必
着

　
　
　
（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

試
験

　
第
一
次
試
験
は
職
種
に
よ
り
一
般
教

　
養
試
験
、
職
業
適
正
検
査
、
作
文
（
八

　
百
字
以
内
で
当
日
出
題
）
試
験
の
中

　
か
ら
の
選
択
方
式
で
4
月
初
旬
頃
、

　
第
二
次
試
験
は
四
月
中
旬
頃
、
第
一

　
次
合
格
者
に
対
す
る
面
接
と
し
て
行

　
な
わ
れ
ま
す
が
、
試
験
日
時
、
会
場

　
等
は
お
っ
て
受
験
申
し
込
み
者
に
通

　
知
し
ま
す
。
　
（
60
円
切
手
を
貼
っ
た

　
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
試
験
申

　
し
込
み
書
と
同
時
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
．
）

　
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
津
南
町
役
場

内
の
当
会
事
務
局
（
電
話
〇
二
五
七
六

－
五
ー
三
一
一
一
内
線
一
六
）
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
u
」
3
琴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
費
の
伸
び
は
所
得
の
伸
び
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
上
回
り
、
村
の
国
保
会
計
も
年
々

　
こ
の
た
び
、
中
里
村
健
康
保
険
で
は

十
二
月
分
の
一
ケ
月
間
に
医
者
に
か
か

っ
た
医
療
費
を
、
三
月
に
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
医
療
費
の
実

際
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
平
素
の
健
康

保
持
、
増
進
に
つ
い
て
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康

保
険
財
政
の
し
く
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
元
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

大
型
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　
因
み
に
最
近
の
当
村
の
国
保
に
係
る

医
療
費
の
動
向
は
、
昭
和
五
十
年
度
二

億
四
、
二
二
二
万
円
（
一
世
帯
当
り
一
八

七
、
七
九
八
円
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
昭

和
五
十
四
年
度
は
三
億
七
、
〇
五
九
万
円

（
一
世
帯
当
り
三
〇
八
、
三
一
一
円
）
と

一
億
二
、
九
二
七
万
円
、
即
ち
六
五
％
も

増
大
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
医
者
に

か
か
る
と
医
療
費
の
七
割
と
自
己
負
担

分
の
三
割
が
三
万
九
千
円
を
超
え
た
金

額
（
高
額
療
養
費
と
い
う
）
は
国
保
が

負
担
し
て
い
ま
す
。
五
十
四
年
度
の
財

源
内
訳
は
国
や
県
の
補
助
金
が
約
五
八

・
七
％
、
そ
の
他
で
一
四
・
六
％
を
負

担
し
、
残
り
の
二
六
・
七
％
は
皆
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険

税
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
料
も
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
医
療

費
の
ム
ダ
使
い
は
ち
ょ
つ
と
し
た
心
構

え
や
考
え
方
で
倹
約
で
き
る
も
の
で
、

水
田
利
用
再
編

夜
間
や
休
日
、
決
め
ら
れ
た
時
間
外
に

診
療
を
受
け
る
と
割
増
料
金
が
加
算
に

な
り
ま
す
し
、
お
医
者
さ
ん
も
迷
惑
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
私
達
は
、
誰
も
が
丈
夫
で
長
生
き
す

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
日
頃
か
ら
の
健
康
管
理
が
大

切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
食
べ
る
、
体
を
動
か
す
、
休
養

す
る
、
こ
の
三
つ
は
私
達
の
健
康
を
つ

く
る
生
活
の
基
本
で
す
。
　
「
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
る
」
こ
と
が
な
に
よ
り

大
切
で
あ
り
、
健
康
は
何
も
の
に
も
か

え
が
た
い
財
産
な
の
で
す
。

　
こ
の
お
知
ら
せ
を
機
会
に
、
私
達
の

健
康
に
つ
い
て
家
族
ぐ
る
み
で
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
年
間
一
人
当
り
の
米
の
消
費
量
が

五
十
四
年
に
は
つ
い
に
八
十
㎏
を
わ
り
、

七
十
九
・
八
㎏
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
県
は

村
に
対
し
、
本
年
百
九
・
六
加
の
転
作

目
標
面
積
を
配
分
し
て
き
ま
し
た
。

　
村
で
は
、
こ
の
面
積
の
配
分
を
二
月

二
十
六
日
付
で
終
わ
り
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
通
知
い
た
し
ま
し
た
が
、
割
り
当

て
面
積
を
消
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
村

の
農
業
を
振
興
す
る
視
点
か
ら
、
次
の

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一
、
計
画
地
区
転
作
定
着
化
事
業

一
、
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業

一
、
大
豆
共
済
事
業

一
、
水
田
利
用
再
編
対
策
集
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
委
員
費

一
、
転
作
用
種
子
無
償
配
布
事
業

　
尚
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
、
詳

細
を
知
り
た
い
方
は
役
場
産
業
課
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
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難難簸難蕊秘醗
　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
こ
の

四
月
か
ら
一
ケ
月
に
つ
き
四
千
五
百
円

に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
は
今
ま
で
通
り
一
ケ
月

四
百
円
と
す
え
置
き
で
す
か
ら
、
付
加

保
険
料
に
加
入
し
て
い
る
人
は
一
ケ
月

四
千
九
百
円
を
か
け
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
　
が
．
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　　璽カロ算力

購譲
それは年金をよりよい制度にす

　
国
民
年
金
は
、
昨
年
の
法
改
正
に
よ

り
、
二
十
五
年
保
険
料
を
か
け
た
場
合
、

月
額
四
万
二
千
円
の
老
令
年
金
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
十

年
々
金
は
月
額
二
万
六
千
五
百
五
十
円
、

五
年
々
金
も
月
額
二
万
二
千
六
百
円
に

ひ
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
更
に
母
子
、

準
母
子
年
金
に
月
額
一
万
五
千
円
の
加

算
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
の
改
善
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
段
と
頼
れ
る
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
私
た
ち
は
給
付
に
見
合
っ
た
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
の
負
担
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
で
は
、
給
付
に
見
合
う
保
険
料
を
加

な
っ
た
国
民
年
金
を
、
将
来
も
維
持
し
　
　
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
負
担
し
て
も
ら

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
一
ヶ
月
八
干
円
程
　
　
う
わ
け
で
す
が
、
急
激
な
負
担
増
と
な

度
の
保
険
料
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
　
　
ら
な
い
よ
う
に
、
保
険
料
の
改
定
は
こ

す
。
だ
れ
し
も
”
少
な
い
負
担
で
多
く
　
　
れ
ま
で
ど
う
り
段
階
的
に
引
き
h
げ
て

の
年
金
”
を
望
む
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
　
　
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
か
に
充
実
し
た
制
度
で
も
そ
の
裏
付
　
　
　
今
後
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
負
担
は

け
と
な
る
年
金
財
政
が
確
立
し
て
い
な
　
　
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
を
よ

け
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
「
絵
に
か
い
た
モ
　
　
り
良
い
制
度
に
す
る
た
め
の
や
む
を
得

チ
」
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
　
　
　
な
い
措
置
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

　
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
　
　
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
．
…
…
．
、
繍
…
、
、
、
、
…
…
…
…
…
…
㎜
…
、
、
、
、
…
、
、
…
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
㎜
…
…
㎜
…
…
…
｝
…
｝
…
、
…
㎜
…
…
…
…
…
㎜
櫛
㎜
“
…
鶉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
…
…
…

◎
村
民
教
養
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
俊
一
氏

　
　
　
「
く
ら
し
と
法
律
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
は
ど
ち
ら
も
総
合
セ
ン
タ
ー

　
私
達
の
く
ら
し
と
親
族
法
、
相
続

法
の
基
本
的
な
係
わ
り
に
つ
い
て
、

身
近
か
な
事
例
を
と
り
あ
げ
な
が
ら

学
習
を
す
す
め
ま
す
。

時
　
3
月
1
3
日
働
　
午
後
一
時
半

講
師
　
弁
護
士
　
神
山
博
之
氏

　
「
〈
ら
し
と
税
金
」

　
納
税
先
の
分
類
や
い
ろ
い
ろ
な
税

率
（
物
品
税
率
等
）
に
つ
い
て
、
あ

る
い
は
、
国
民
の
租
税
負
担
の
よ
う

す
を
知
り
、
生
活
に
役
立
て
て
は
。

時
3
月
20
日
㈹
午
後
一
時
半

講
師
　
十
日
町
市
商
工
会
議
所

◎
村
民
ス
キ
ー
教
室
（
ポ
ー
ル
教
室
）

時
3
月
7
日
ω
14
日
ω

　
　
　
　
午
後
一
時
、
二
十
分
～

　
所
　
津
南
ス
キ
i
場
第
ニ
ゲ
レ
ン
デ

　
　
　
参
加
希
望
者
は
現
地
集
合

◎
村
民
ス
キ
ー
大
会
（
大
回
転
競
技
）

時
・
3
月
15
日
㈹

　
所
　
津
南
ス
キ
i
場
第
ニ
ゲ
レ
ン
デ

　
集
合
　
8
畔
、
30
分
総
合
セ
ン
タ
ー
前

　
参
加
申
し
込
み
は
12
日
ま
で
に
公
民

　
館
（
電
二
四
九
、
．
一
）
へ
。

　
当
日
参
加
者
は
九
時
ま
で
に
現
地
へ

　
集
合
し
て
下
さ
い
。

・
ダ
十
日

9
・
9
強
．
・
渥
る
。

　
　
　
　
　
　
リ
ロ

　
　
　
　
・
旧
6
ー
。

募
集
入
員

願
書
受
付

h
頁
毛
売

［
レ
原
　
　
〃
不

試
験
日

そ
の
他

　
　
町
吉
同
校
定

～
　
　
　
第
一
一

レ
　
り
ひ
の
ご
じ

普
通
科
第
一
学
年
若
干
名

3
月
19
～
23
日
ま
で
。

入
学
願
書
、
調
査
書
を
出

身
中
学
校
を
経
由
し
て
本

校
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

3
月
24
日
㈹

人
学
後
に
は
、
年
間
所
得

が
百
十
九
万
円
未
満
の
人

に
、
国
が
卒
業
ま
で
の
四

　
　
％
　
勿

次時

制
生
徒
募
集
、
、

　
　
　
　
年
間
、
毎
月
七
千
円
の
修

　
　
　
　
学
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
こ
の
奨
励
金
は
、
卒
業
す

　
　
　
　
れ
ば
返
環
す
る
必
、
要
は
あ

　
　
　
　
り
ま
せ
ん
。

尚
、
詳
細
は
レ
日
町
高
校
中
心
校

（
電
話
二
1
．
．
産
ヒ
五
、
．
．
、
丘
ヒ
六
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
で
お
忙
し
い
と
き
に
は
、
次
の
事

〃
　
　
　
　
　
項
を
郵
便
は
が
き
に
記
入
し
て
、
お
近

ー
一
年
間
転
送
し
ま
す
1

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
就
職
、

進
学
、
転
勤
な
ど
で
、
住
所
の
か
わ
る

方
が
多
い
時
期
で
す
。

　
転
居
す
る
場
合
、
市
町
村
役
場
へ
は

届
け
を
出
し
ま
す
が
、
つ
い
う
っ
か
り

し
が
ち
な
の
が
、
郵
便
局
へ
の
転
居
届

で
す
。
郵
便
局
へ
の
転
居
届
を
出
し
て

お
き
ま
せ
ん
と
、
友
人
や
知
人
な
ど
か

ら
出
さ
れ
た
お
便
り
が
、
あ
な
た
の
手

元
へ
届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出
し
ま
し
ょ

う
。
転
居
届
を
出
さ
れ
ま
す
と
、
郵
便

局
で
は
、
旧
住
所
と
新
住
所
の
そ
れ
ぞ

れ
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
で
配
達

名
簿
を
修
正
し
、
転
送
の
希
望
の
日
か

ら
一
年
間
新
し
い
住
所
へ
転
送
し
ま
す
。

　
転
居
届
を
提
出
す
る
場
合
、
引
越
し

く
の
ポ
ス
ト
ヘ
入
れ
て
下
さ
い
。

①
届
出
年
月
日
　
②
届
出
人
氏
名

③
旧
住
所
　
④
新
住
所
　
⑤
住
所
を
変

更
す
る
方
の
氏
名
　
⑥
郵
便
物
の
転
送

を
開
始
す
る
月
日

県
内
の
最
低
賃
金
が

　
　
　
　
　
　
き
ま
り
ま
し
た

　
県
内
の
最
低
賃
金
が
次
の
よ
う
に
改

、
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
製
造
業
及
び
自
動
車
整
備
業

　
一
日
三
、
二
二
八
円
（
一

時
問
四
〇
四
円
）

◎
繊
維
産
業

　
一
日
二
、
八
一
四
円
（
一
時
間
三
五
二
円
）

◎
又
は
職
種
に
よ
り

　
一
日
二
、
七
．
兀
円
（
．
時
間
ご
．
四
三
円
）

　
詳
し
く
は
ト
日
町
労
働
基
準
監
督
署

に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。


